
　さぬき市では、台風や大雨等により災害の危険が迫ったときに住民の安全な避難先を確保するため、下表
の緊急避難場所を指定して開設しています。
　この緊急避難場所は、避難準備・高齢者等避難開始を発令したときに開設しています。緊急避難場所に避
難する際は、食料や飲み物、生活に必要なものを持参してください。

大地震の際、緊急避難場所（屋内）および避難所は、建物内部の安全性を確認した後でなければ内部へ入る
ことはできません。季節や天候等によっては屋外待機のための敷物や防寒用品などの準備をしておくこと
も必要です。

台風や大雨などの風水害において、浸水が始まっていたり、夜間で見通しが悪く避難することが危険なと
きには、危険が少ない建物の2階や山腹から遠い部屋へ一時的に避難してください。

・避難勧告等が発令
された
・身の回りに危険が
迫っている
・津波注意報が発表
された　等

・避難勧告等が発令
された
・身の回りに危険が
迫っている
・津波注意報が発表
された　等

　切迫した災害の危険から生命・身体を守るため
一時的に避難する場所（施設）

【注意】
突発的に発生する地震や津波を除き、施設の屋内
を避難場所とする場合は、原則、市が緊急避難場
所を開設した後に避難することとなります。

・自宅が被災して
生活できない
・自宅が被災して
生活できない

・身の回りに危険がない・身の回りに危険がない

・一時避難場
所に危険が
迫っている

・一時避難場
所に危険が
迫っている
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前兆現象の例

警戒レベル
(洪水・土砂災害) 皆さんがとるべき行動 皆さんに

行動を促す情報

台風・大雨等の際に開放する緊急避難場所

津田

大川

志度

寒川

長尾

津田公民館
津田公民館北山分館
大川公民館
志度武道館　※新たに指定

志度東体育館　※新たに指定

志度構造改善センター
小田ふれあいプラザ
寒川農村環境改善センター　※新たに指定
長尾公民館
前山活性化センター（おへんろ交流サロン）　※新たに指定
多和診療所

津田町津田138番地16
津田町津田3645番地5
大川町富田中2215番地1
志度2214番地1

鴨庄字小池2550番地1の一部
鴨庄字不動寺2589番地1の一部

鴨庄4610番地45
小田1522番地2
寒川町石田東甲330番地
長尾東914番地1
前山936番地3
多和助光東29番地4

災害の危険が迫ったときの避難行動（一例）

（
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域
の
）一
時
避
難
場
所

緊
急
避
難
場
所

自宅復旧 自宅再建帰宅

自　宅

緊急避難場所とは
　災害により住居などが被災し、自宅などで生活
できない被災者が一定期間避難生活を送る施設

【注意】
避難所は、災害が発生した後、施設の安全性を確
認し開設した後に避難することとなります。

テレビやインターネット等が発信する、最新の防災気象
情報に注意するなど、災害への心構えを高める。

ハザードマップ等により災害リスク、避難場所や避難経
路、避難のタイミング等の再確認、避難情報の把握手段
などの再確認・注意など、避難に備えた自らの避難行動
を確認する。 

避難に時間のかかる高齢者等の要配慮者は立ち退き避
難する。その他の人は立ち退き避難の準備をし、自発的
に避難する。

すでに災害が発生している状況であり、命を守るための
最善の行動をする。

警 戒
レベル5

警 戒
レベル4

警 戒
レベル3

警 戒
レベル2

警 戒
レベル1

•指定緊急避難場所等への避難を基本とする避難行動を
とる。

•災害が発生する恐れが極めて高い状況等で、指定緊
急避難場所への立ち退き避難はかえって命に危険を
及ぼしかねないと自ら判断する場合には、近隣の安
全な場所への避難や建物内のより安全な部屋へ移動
するなど緊急の避難行動をとる。

※地域の実情に応じて
緊急的または重ねて
避難を促す場合に発
令

※災害が発生している
ことを把握した場合
に、可能な範囲で発令

避難所とは

落石・水の染み出し

流木の混入

水の噴出

台風・大雨等の緊急避難場所について
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危
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な
く
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っ
た

警戒レベルと避難情報

警報級の可能性
（気象庁が発表）

注意報
（気象庁が発表）

避難準備・
高齢者等避難開始

避難勧告
避難指示(緊急)※

災害発生情報※

市町村が発表

危
険
度
お
よ
び
緊
急
度
が
高
い

い
つ
起
き
る
か
分
か
ら
な
い

　国
が
制
定
し
た「
避
難
勧
告
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」の
改
定
に
伴
い
、こ
れ
ま
で
市
が

発
令
し
て
い
た
避
難
勧
告
等
に
、警
戒
レ
ベ
ル（
レ
ベ
ル
1
〜
5
）を
新
た
に
設
定
す
る
こ
と

に
よ
り
、避
難
の
必
要
性
を
分
か
り
や
す
い
も
の
と
す
る
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
す
。

　市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
正
し
い
防
災
知
識
を
身
に
付
け
、普
段
か
ら
災
害
へ
の
備

え
を
進
め
て
お
く
こ
と
で
多
く
の
命
が
救
わ
れ
る
こ
と
が
、こ
れ
ま
で
に
全
国
各
地
で
発
生

し
た
災
害
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　市
民
の
皆
さ
ん
は
、「
自
助
の
意
識
」を
高
め
て
い
た
だ
き
、被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め

の
取
り
組
み
を
今
か
ら
始
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

命
を
守
る
た
め
に

〇
自
宅
と
周
辺
地
域
の
危
険
性
を
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
に
よ
り
確
認
す
る
。

〇
気
象
情
報
に
注
意
し
て
、状
況
を
先
読
み
し
て
早
め
の
行
動
を
と
る
。

〇
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
、避
難
勧
告
や
避
難
指
示（
緊
急
）の
避
難
情
報
に
従
う
。

〇
自
分
で
、避
難
開
始
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
判
断
基
準
を
決
め
て
お
く
。

避
難
時
期
を
決
め
る
た
め
に
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
作
成
し
て
み
る
。

　下
の
表
は
、台
風
・
大
雨
時
等
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
一
例
で
す
。タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
作
成
し

て
避
難
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
決
定
す
る
た
め
の
判
断
基
準
を
し
っ
か
り
と
自
分
で
決
め
て
お

き
ま
し
ょ
う
。例
え
ば
、自
宅
用
を
作
成
す
る
の
で
あ
れ
ば
、自
宅
近
く
の
川
や
用
水
路
の
水

位
・
水
量
、土
砂
災
害
が
起
き
そ
う
な
場
所
な
ら
ば
前
兆
現
象
を
判
断
基
準
に
す
る
等
で
独
自

の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
作
成
で
き
ま
す
。
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